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(2023年2月6日）取材依頼

電波で探る 「胎児星」 の誕生の瞬間

磁力線を巻き込みながら母体中で胎児星が成長する様子をとらえた！

報道機関各位

平素より大変お世話になっております。

この度、鹿児島大学大学院 理工学研究科 理学専攻物理 ・宇宙プログラムの大学院生と

教員を筆頭とする研究チームは、生まれつつある「胎児星」が宇宙を漂う極低温の「母体」分子

雲コアの中で成長していく様子を捉えることに成功しました。ぜひ取材をお願いいたします。

【趣旨等】

鹿児島大学大学院理工学研究科理学専攻物理 ・宇宙プログラム、および理工学研究科附

属天の川銀河研究センターの新永浩子准教授と博士前期課程修了生の深谷紗希子さんら研

究チ ームは、おうし座分子雲の孤立した「胎児星」が、胎児星を抱く「母体」である極低温の

L1521 F分子雲コアの中で、周囲の磁力線を巻き込みながら成長していく様子を捉えることに

成功しました。本研究は、昨年度修了した深谷紗希子さん を筆頭とする研究 プロジェクトの成

果であり、2 月8日発刊の欧文学術誌 PASJ(Publication of Astronomical S ociety Japan; 

Oxford University Press)に発表される予定です。本研究論文の図が掲載誌であるPASJ第75

巻1号の表紙を飾ることとなりました。

この研究成果の鍵となる観測は、世界最大のサブミリ波（電波でも波長の短い1mm未満）望

遠鏡、東アジア天文台EAO(East Asian Observatory)の直径15mのJCMT望遠鏡(James

Clerk Maxwell Telescope) で取得されました。今回EAOからも同時プレスリリースを行います。

取材される方は、2月7日までに、問い合わせ先まで、事前連絡をお願いします。感染対策に

ご協力いただき、ありがとうございます。

【日時】

日本時間 2023 年 2月 8 日（水）9時（米国ハワイ時間 2月7日（火曜日 ）14時）

【場所】

鹿児島大学理学部1号館2階大会議室（米国East Asian Observatory) 

【問い合わせ先】
新永浩子（しんながひろこ）
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